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1:1本，-寝朔皐 J曾清則

日本務類捗令と務ずる。

は苦談転望撃葬の主逃gt沙l伊量刈?将干及剖側りれ， i併j島トせて令I只1相互の2漣車

f的崎仇と手 る。

8J!条本舎はlドj篠の目的を主主ずるきめに，次の取業を行 lj0 #. 

]. 、 総合句協縫いr~ 1阿) 勾守

~. 滋績に槻ずる研究令，号待'N令，採集合等.tV開催

3. 、定期刊行物の~fll

4. 'その他背骨係6目的を逮ナるだめに必要な事業

予白 井鍛4f!条本舎の事務所';!r令長のもとにお〈 。
司 4 ・、h

JJ，jS熊本舎の轍年 度 は 4月]E1に紛れ，翌年3丹:nU にn~<> ~ ‘ • 
司F

(箇『員)

告書 !H命令員l':l:次の 3荷iとする。 一 回 一 . 、-，

1， 普通曾艮(議類に闘.C、をも予，本舎の・趨旨に賛同する偶人叉は図体で，役員舎

の承認す手もの)

員(主張感の滋逮にn献があり，本合の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

るもめ)

8・ 4を}ltl令炭 、辞令の趣旨に賛同し，本令の後展に蜘己努興した個人叉は自主f事で ".‘

役員舎のW~施するもの)
'" 第干{条*舎にλi脅するには，住所，氏名 OPiI体名}椴ヨ駐在:記入した.入合111込書を合 恥《

長l訪日iすものとする。 五く

第 8f~ 合員は毎年fJYli 300 則を前納するものとする。但し~若手合員及び斡Jltl合員は e 

合J!(を袈しない。

(役員}
.. ， 

第 9鈴木舎に次の役員をお'，C; ゐ

令長 一一名 ， (径Wlは2ヶlf.とする)

幹事 蒋干名 (jモ織は 2ヶ年とする}
• 

重[:lをは総合 tこ於て合ft 中よI1 tれを滋111する。幹事は曾長:~:曾良中上り ζれを棺

(' :;<;sする 3

[申剰j行物

銅劇10偽 j津余蜘合~~陵定j期駒州刊行吻 「磁蹴郷uを年判3引叫仰州Ir炉似r口叫'1川l

附 買剣リ

乙の合目別式昭和 ;]8年 10月l.'IfJから施行するρ

理伊


